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牛車腎気丸が奏功 した糖尿病性腎症に由来す

るネ フ ロ
ー ゼ症候群の

一 例
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　［目的 ］糖尿病性腎症 の うちネフ ロ
ーゼ症候群を呈するもの は多 く進行性か つ 難治性

病態 を呈する 。 こ の 病態改善の 目的で近年 、 漢方方剤を加味 した加療に 深い 関心が 払わ れ

て きて い る 。 我 々 もすで に 本症病態 の 不均一性か ら各病期別漢方的アプ ロ
ーチを 提唱 して

い るが 、 ある程 度進行 した病期の もの につ い て は 牛車腎気丸が有用で あると の 結果を得て

い る 。 今回は、重篤な病態を呈 した糖尿病性腎症例に本剤を適用し、 著 明な病態改善がも

た らされ た の で そ の 臨床経過を含め報告す る。 ［対象］症例は 49 才女性で、呼吸困難を

主訴 と して来院 した 。 入 院時病態は 、 ア ナザル カの 状態 で 胸水 を伴 い ネフ ロ
ーゼ症候群を

合併 して い た 。 糖尿病 に つ い て は、いわゆる トリ才 ロ パ シーを呈 し、 糖尿病性腎症 、糖尿

病性神経症の 他に前増殖網膜症を示す糖尿病性網膜症が認め られた 。　［結果 ］入院当初の

治療は主 として 心 不全に対 し行 われた 。 蛋白尿は こ れ らの 治療に よ りや や減少 したが 、 ア

ナザル カが消失 した 時点で も依然と して多量の 漏出が 認 め られたた め腎生検を施行 した 。

病理組織学的に は 中 〜 高度に障害された糖尿病性腎症 であ っ た 。 組織病変確定後 、 すで に

施行 して あ っ た食事療法や薬物療法に加え、ベ ラプ ロ ス トナ トリュ ウム 120 μg／ 日を 、

続い て ツ ム ラ牛車腎気丸エ キ ス 顆粒 7 ． 5g／ 日を分 3にて投与 した 。 処方後約 1ケ月で

蛋 白尿は 0 ． 5g ／ 日程度に 著減 し、ネフ ロ
ーゼ病態の 改善をみ た 。 網膜症に つ い て も約

1 年後 に検討を加え たが 、 病態 の 進行は ない と判断された 。 ［考察お よび結諭 ］糖尿病

性腎症の うちネフ ロ
ーゼ症候群を呈する もの は、すで に 腎不全病態に あ ると考え られ 、一

般に難治で加療に あま り反応せず急速に末期腎不全 へ と至 るこ とが多い 。 また 、 時期には

種 々 の 合併症 を含む複雑な病態を呈す るため 、 治療に際 しては総合的か つ 包括的手法が求

め られ 、 まさに こ の 点に 漢方的治療の 有用性が模索され る余地がある 。 我 々 はすで に病期

別の 漢方的アプ ロ
ーチを提唱 し、本例 には牛車腎気丸が有用で あろ うと考え適用 した。臨

床経過か らみて本剤は十分奏功 したと考え られるが 、 同時に併用 した プ ロ ス タグラ ンデイ

ン 製剤の 関与は 当然 あ る と考え られ今後の 検討を必要 とす る 。 ただ従来 の 治療手法の みで

は難治で ある本例の ご とき病態が長期に亘 り改善 され た こ とは こ の 治療法が今後十分試用

に 値する こ とを示唆 して い ると考え られた 。

一b
’
b
’一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


